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戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE） 先進的電波有効利用促進型

高密度利用を可能とする自律分散マルチプルアクセスＦＭＣＷレーダの研究開発
梅比良 正弘, 王 瀟岩, 武田 茂樹 茨城大学

ポスター番号

研究開発の背景と目的

多様な民生用レーダ
の利用拡大

•先進運転支援シス
テム・自動運転の
普及
•IoTでの利用拡大
（見守り、監視、ヘ
ルスケア等）

：希望信号
：干渉信号

現在

一部の車がレーダを搭載
⇨ レーダ間干渉はまれに

しか発生しない

多数のＦＭＣＷレーダが高密度に利用される環境では、レーダ間干渉により存在しない対象物を検出する誤検出、対
象物が検知できない不検出の問題が生じる。本研究開発はレーダ間干渉に対して「雑音を低減する広帯域干渉低減技
術」「ターゲットの誤検出の発生を回避する狭帯域干渉回避技術」を開発する。

将来

多数の車にレーダを搭載
⇨ レーダの高密度利用
⇨ 厳しいレーダ間干渉

誤検出！

不検出！

：希望信号
：干渉信号

広帯域干渉低減技術
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パルス状の干渉信号が発生
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抑圧後抑圧前

干渉信号の検出 ⇨ 干渉信号を抑圧 ⇨ 検出特性改善

干渉抑圧による雑音レベル低減

広帯域干渉検出の課題 干渉信号・ターゲットからの反射
信号のレベルが変動 ⇨ 干渉検出閾値を適応的に設定する
反復干渉抑圧法を考案し、有効性を実証

ＦＭＣＷレーダの掃引
周波数帯域）∆𝑓は所要
距離分解能∆𝑅に依存

∆𝑅 =
𝑐

2∆𝑓

Ｃ

• 79GHz帯の割り当て帯
域は4GHz

• 距離分解能∆𝑅 =7.5cm

（二人いる人を分離）

所要帯域∆𝑓=2GHzのた
め複数チャネルは困難

狭帯域干渉回避技術
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Threshold Rth

(2)全体の平均値の
5倍を干渉検出
閾値Rthに設定
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(3)干渉抑圧後の平均
値の5倍を干渉検
出閾値R’thに更新
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(4)干渉抑圧後

干渉抑圧前
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: Before interference reduction

: After first interference reduction
: After iterative interference reduction

１回目：15dB 収束後：20dB

反復干渉抑圧法の効果
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干渉抑圧による
検出率の改善

広帯域干渉の発生メカニズム
• 干渉信号の受信レベル >> ターゲットからの反射信号の受信レベル
• 干渉によるビート信号の周波数がLPF帯域幅𝑓𝐿𝑃𝐹以下になるとパルス状干渉信号が発生
• 周波数スペクトラムにおける雑音レベル上昇 ⇨ ターゲットの不検出

実証実験

8台のレーダが同時に動作できることを実証

狭帯域干渉検出の課題 広帯域干渉と狭帯域干渉が同時発生する環境で狭帯域干渉のみを検出
⇨ 送信を停止し、受信信号のFFTを行い周波数スペクトルよりCFAR(Constant False Alarm 
Rate)法を用いて狭帯域干渉を検出する周波数領域キャリアセンス方式を考案し実現性を実証

ＬＮＡ × LPF A/D

HPA ～ 周波数制御部

タイミング制御部

SW

FFT 距離検出

PLL

キャリアセンス部

ディジタル
信号処理

キャリアセンスにより狭帯域干渉を検出する自律
分散マルチプルアクセスＦＭＣＷレーダの構成

狭帯域干渉 狭帯域干渉
検出率特性

様式２別添

研究開発成果
• 査読付き論文：２件
• 査読付き口頭発表論文：７件
• 口頭発表：３０件
• 申請特許リスト：５件
• 受賞：２件
• 報道発表：１件

FFTを行うため
処理時間が長
くCSMAが困難

周波数領域で
の狭帯域干渉
抑圧法を考案

キャリアセンス結果（干渉信号) 𝑆𝑃I i 希望信号＋干渉信号𝑆𝑃𝐷 i 狭帯域干渉抑圧後 𝑆𝑃𝑆 i = 𝑆𝑃𝐷 i − 𝑆𝑃𝐼 i )

ターゲット

狭帯域干渉

ターゲット

狭帯域干渉

http://4.bp.blogspot.com/-1vWMf13IxHU/Viiphwt5ZZI/AAAAAAAAz6s/Ta_uhcwxEbI/s800/topview_car.png
http://4.bp.blogspot.com/-1vWMf13IxHU/Viiphwt5ZZI/AAAAAAAAz6s/Ta_uhcwxEbI/s800/topview_car.png
http://4.bp.blogspot.com/-1vWMf13IxHU/Viiphwt5ZZI/AAAAAAAAz6s/Ta_uhcwxEbI/s800/topview_car.png
http://4.bp.blogspot.com/-1vWMf13IxHU/Viiphwt5ZZI/AAAAAAAAz6s/Ta_uhcwxEbI/s800/topview_car.png

